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-参考資料1-

自然

（認識対象）

自然という書物

私

（認識主観）

神の御言葉創造

数学の言葉
創造

相互作用

認識可能性

操作可能性

科学的法則

科学理論

数学/幾何学の

言葉による解読

聖書人間の言葉による
創造神話

教化

観 念 論 と 唯 物 論 に 共 通 す る 《 イ デ ア リ ス ム 》 の 構 造

｢ 観 念 論 」 の 場 合 ： 神 ＝ 観 念 ・ 精 神 で あ り 、 「 唯 物 論 」 の 場 合 ： 神 ＝ 物 質 で あ る 。

観念論的認識論のストラクチャー

１ ） 「 私 （ ＝ 認 識 主 観 ） 」 は 「 自 然 （ ＝ 認 識 対 象 ＝ 実 在 対 象 ） 」

を「正しく」認識し、その真理を領有することができる。

２ ） な ぜ な ら 、 「 認 識 主 観 の 私 」 も 「 認 識 対 象 の 自 然 」 も 共 に

「 神 の 御 言 葉 」 に よ っ て 創 成 さ れ た も の で あ る か ら 。 ど ち ら

も 「 神 に よ る 創 造 物 」 で あ る と い う こ と が 、 「 私 」 に よ る

「 実 在 対 象 」 の 認 識 の 「 真 理 性 」 を 究 極 的 に 保 証 す る の で あ

る。

３ ） 「 神 」 は 、 そ の 御 言 葉 に よ っ て 世 界 の 初 期 条 件 と ス ク リ プ ト

を与えることによって世界（実在世界）を創造する。

４ ） 世 界 （ 実 在 世 界 ） を 理 解 す る （ ＝ 認 識 す る ） と い う こ と は 、

「 神 」 が 語 る 御 言 葉 を 聴 き 取 り （ 読 み 取 り ） 、 理 解 す る こ と

に ほ か な ら な い 。 神 の 御 言 葉 を 聞 き 取 る （ ＝ 読 み 取 る ） 場 所

は、「聖書」と「自然」である。

５ ） 「 聖 書 」 は 神 が 人 間 に 理 解 で き る 言 葉 で 世 界 の 創 造 ・ 成 り 立

ち・人間の生き方について書いた書物である。

６ ） 同 様 に 「 自 然 」 は 、 神 の 御 言 葉 が 書 き 込 ま れ た 偉 大 な る 書 物

で あ る が 、 そ れ を 読 む に は 、 神 が ど の よ う な 言 葉 を 語 っ て い

る の か を 知 ら な け れ ば な ら な い 。 ガ リ レ オ ・ ガ リ レ イ は 、 そ

の 言 葉 は 「 数 学 と 幾 何 学 の 言 葉 」 で 書 か れ て い る と 言 っ た 。

「 弁 証 法 的 唯 物 論 者 」 は 「 唯 物 弁 証 法 」 の 言 葉 で 書 か れ て い

ると言った（？）。
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客観的

実在

鏡

認識

概念・方法

規定

実践的介入

既に構成されてある
実在的対象を
反映する過程

認 識 「 生 産 」 の 理 論 ：
対 象 反 映 論 的 モ デ ル

客観的

実在

理論的

認識

理論的労働手段
（概念・方法）

規定

直感

表象

☆規定
☆対象の構築
と意味付与

☆実践的介入

生きられる関係
照応/
不照応

規定

直感と表象
を概念に

変形する過程

認 識 生 産 の 理 論 ： マ ル ク ス ・ モ デ ル

実在対象 失業統計

正しい

社会科学の理論

統計調査過程

統計調査装置

調査過程・機構

の検討

検討

検討

正確性の検討

信頼性の検討

「 統 計 の 対 象 反 映 論 」 に 基 づ く 統 計 資 料 の 検 討 モ デ ル

Bodies

Children

Feminism
Gender
理論

概念・方法

The Ideas
of

'Girl'and'boy'

直感

表象

The act
of

'girling/boying'

生きられる関係
照応/
不照応

規定

直感と表象
を概念に

変形する過程

Babies を「女の子/男の子」として「統治
governing」し、「規制regulate」 する。

Judith Butler, Bodies That Matter, Routledge,1993
の論議にマルクス・モデルを適用してみる：
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言及対象

Referent

signified
意味されるもの

Signifier
意味するもの

言及；記号論の考察対象外の問題

記 号 過 程 ・ 記 号 実 践

個物としての
「犬達」
Referent

signified
「犬」の概念

Signifier
「いぬ」という音

言及

［普遍名詞/一般概念］
共同体/集合的主体、国民、
民族、人民、階級、群衆、
大衆・年寄り、青年、...

［固有名の世界］
多数多様の何の誰々さんが

関係の項として
関係しあう世界

集団

個体

例題：「赤色のカードを（集め）調べる。」

操作：１）検索対象のカード（集団）の範囲を確定する。

２ ） 「 赤 色 」 （ 属 性 ） の 操 作 可 能 な 定 義 付 け を す る 。 こ こ で 重 要 な こ と は 、 「 赤 色 」 の 操 作 可 能 な 定

義づけなしに「赤色」のカードなどどこにも存在しないことだ。

３ ） 検 索 対 象 の カ ー ド か ら 赤 色 の カ ー ド を 抽 出 す る （ サ ブ 集 団 の 構 成 ： 検 索 結 果 が ０ な い し １ ケ ー ス

し か な い 場 合 も あ る ） 。 こ こ で 重 要 な こ と は 、 カ ー ド が 「 色 」 と い う 属 性 を 持 つ と 想 定 さ れ 、 実 際 そ

の よ う な 「 反 応 / 観 察 」 を カ ー ド が 返 す （ 「 属 性 」 と し て 持 っ て い る ） 限 り に お い て 、 こ の 操 作 は 可

能 に な る と い う こ と だ 。 こ の 意 味 で 、 「 色 / 赤 色 」 と い う 概 念 は 実 在 す る と 主 張 す る 「 実 在 論 」 の テ

ーゼが可能となる。

４ ） 抽 出 さ れ た カ ー ド を 調 べ る 。 こ こ で 重 要 な こ と は 、 対 象 と し て 設 定 さ れ た 実 在 ＝ カ ー ド は 、 常 に

「 赤 色 」 の 操 作 可 能 な 定 義 に よ る 支 配 か ら 逃 れ （ ズ レ ） 続 け る と い う こ と だ （ こ れ が 実 在 は 物 質 性 を

持 つ と い う こ と の 意 味 で あ る ： 反 ヘ ー ゲ ル ） 。 実 在 の カ ー ド の 連 続 的 に 変 化 す る 「 色 相 （ 光 の ス ペ ク

ト ル ） 」 の ど こ か ら ど こ ま で を 「 赤 色 」 と す る の か は 、 如 何 に 厳 密 に 操 作 可 能 な 定 義 を 与 え よ う と も

「 曖 昧 な も の 」 で あ り 、 境 界 は 常 に 不 在 で あ る 。 実 在 は 観 念 に よ る （ 観 念 に よ る 対 象 規 定 に よ る ） 実

在 の 支 配 を 覆 し 続 け る 。 し か し 、 こ こ で 重 要 な こ と は 、 一 度 、 上 述 の 一 連 の 操 作 が 作 動 し 社 会 的 に 制

度 化 さ れ 歴 史 化 さ れ る な ら ば 、 「 赤 色 の カ ー ド 」 （ ＝ 赤 の 社 会 集 団 ） と い う 社 会 集 団 が 社 会 的 に 歴 史

的 に 実 在 の 集 団 と し て 認 知 / 否 認 さ れ 、 立 ち 現 れ る と い う こ と で あ る 。 そ の 集 団 は 、 「 観 念 に よ っ て

規 定 さ れ た も の 」 と は 常 に 「 ズ レ 」 た 不 在 の 存 在 で あ り 続 け る と し て も 。 国 民 ・ 民 族 ・ 階 級 と い う 観

念 ・ 概 念 の 成 立 と 国 民 ’ 民 族 ・ 階 級 と い う （ 追 及 し て い く と そ の 実 体 ・ 実 態 が 不 明 に な っ て し ま う ）

実体の成立。

記号過程
の世界

レファレント
の世界

記 号 論 的 ・ 言 語 論 的 （ ソ シ ュ ー ル ） モ デ ル


	観念論モデル
	認識生産論モデル
	記号論・言語論モデル

